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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＰＤＣＰ（Packet Data Convergence Protocol）層の再確立方法であって、
　ＰＤＣＰ層の受信側において、
　常駐する制御メッセージをクリアするステップと、
　常駐するサービスメッセージを処理し、且つ当該処理の過程で生成されたフィードバッ
ク情報をクリアするステップと、
　デコンプレッサをリセットし、暗号解読モジュールの構成を更新するステップと、
　を含み、
　ＰＤＣＰ層の送信側において、
　コンプレッサをリセットし、暗号化モジュールの構成を更新するステップと、
　常駐する制御メッセージをクリアするステップと、
　常駐するサービスメッセージを再処理するステップと、
　を含む再確立方法。
【請求項２】
　前記ＰＤＣＰ層に対応する無線リンク制御（ＲＬＣ）層が、非確認型モード（ＵＭ）で
ある場合、
　前記ＰＤＣＰ層の受信側において、前記常駐する制御メッセージをクリアするステップ
は、常駐するフィードバック型の制御メッセージをクリアし、
　前記ＰＤＣＰ層の送信側において、前記常駐する制御メッセージをクリアするステップ
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は、常駐するフィードバック型の制御メッセージをクリアする
　請求項１に記載の再確立方法。
【請求項３】
　前記ＰＤＣＰ層に対応する無線リンク制御（ＲＬＣ）層が、確認型モード（ＡＭ）であ
る場合、
　前記ＰＤＣＰ層の受信側において、前記常駐する制御メッセージをクリアするステップ
は、常駐するフィードバック型の制御メッセージと状態報告型の制御メッセージとをクリ
アし、
　前記ＰＤＣＰ層の送信側において、前記常駐する制御メッセージをクリアするステップ
は、常駐するフィードバック型の制御メッセージと状態報告型の制御メッセージとをクリ
アする
　請求項１に記載の再確立方法。
【請求項４】
　ＰＤＣＰ（Packet Data Convergence Protocol）層の受信側に応用されるＰＤＣＰ層の
再確立方法であって、
　常駐する制御メッセージをクリアするステップと、
　常駐するサービスメッセージをクリアし、且つ当該処理の過程で生成されたフィードバ
ック情報をクリアするステップと、
　デコンプレッサをリセットし、暗号解読モジュールの構成を更新するステップと、
　を含む再確立方法。
【請求項５】
　前記ＰＤＣＰ層に対応する無線リンク制御（ＲＬＣ）層が非確認型モード（ＵＭ）であ
る場合、
　前記常駐する制御メッセージをクリアするステップの前に、常駐するメッセージに対し
て分類を行い、前記常駐する制御メッセージをクリアするステップにおいて、フィードバ
ック型の制御メッセージを廃棄し、
　前記常駐するサービスメッセージを処理するステップにおいて、常駐するサービスメッ
セージに対して、パッケージ解凍、暗号解読、解凍処理を行い、ＰＤＣＰサービスデータ
ユニット（ＳＤＵ）を生成し、前記ＳＤＵを上位層に送信し、前記処理の過程で生成され
たフィードバック情報をクリアするステップにおいて、サービスメッセージを処理する過
程で生成されたフィードバック情報を廃棄し、
　前記暗号解読モジュールの構成を更新するステップにおいて、暗号解読モジュールに対
して、セキュリティ構成の更新を行う
　請求項４に記載の再確立方法。
【請求項６】
　前記ＰＤＣＰ層に対応する無線リンク制御（ＲＬＣ）が確認型モード（ＡＭ）である場
合、
　前記常駐する制御メッセージをクリアするステップの前に、常駐するメッセージに対し
て、分類を行い、前記常駐する制御メッセージをクリアするステップにおいて、フィード
バック型の制御メッセージと状態報告型のメッセージとを廃棄し、
　前記常駐するサービスメッセージを処理するステップにおいて、常駐するサービスメッ
セージに対して、パッケージ解凍、暗号解読、解凍処理を行い、ＰＤＣＰサービスデータ
ユニットＳＤＵを生成し、連続したシリアルナンバー（ＳＮ）を有するＰＤＣＰ　ＳＤＵ
を上位層に送信し、連続しないＳＮを有するＰＤＣＰ　ＳＤＵを、一時的に記憶して、再
確立の後に処理し、サービスメッセージを処理する過程で生成されたフィードバック情報
を廃棄し、
　前記暗号解読モジュールの構成を更新するステップにおいて、暗号解読モジュールに対
して、セキュリティ構成の更新を行う
　請求項４に記載の再確立方法。
【請求項７】
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　ＰＤＣＰ（Packet Data Convergence Protocol）層の送信側に応用されるＰＤＣＰ層の
再確立方法であって、
　コンプレッサをリセットし、且つ暗号化モジュールの構成を更新するステップと、
　常駐する制御メッセージをクリアするステップと、
　常駐するサービスメッセージを再処理するステップと、
　を含む再確立方法。
【請求項８】
　前記ＰＤＣＰ層に対応する無線リンク制御（ＲＬＣ）層が非確認型モード（ＵＭ）であ
る場合、
　前記常駐する制御メッセージをクリアするステップの前に、常駐するメッセージに対し
て、分類を行い、前記常駐する制御メッセージをクリアするステップにおいて、フィード
バック型の制御メッセージを廃棄するステップと、
　前記常駐するサービスメッセージを再処理するステップにおいて、送信が成功せず且つ
シリアルナンバー（ＳＮ）が付与されたサービスデータユニット（ＳＤＵ）に対して、０
から新しいＳＮを付与し、新しいＳＮを用いてヘッダをカプセル化し、リセットされたコ
ンプレッサを使用して、再圧縮を行い、更新された暗号化モジュールを用いて、再び暗号
化し、新しいプロトコルデータユニット（ＰＤＵ）を生成し、常駐するデータＰＤＵの代
わりに、新しく生成されたＰＤＵを下位層へ送信する
　請求項７に記載の再確立方法。
【請求項９】
　前記ＰＤＣＰ層に対応する無線リンク制御（ＲＬＣ）層が確認型モードＡＭである場合
、
　前記常駐する制御メッセージをクリアするステップの前に、常駐するメッセージに対し
て、分類を行い、前記常駐する制御メッセージをクリアするステップにおいて、フィード
バック型の制御メッセージと状態報告型の制御メッセージとを廃棄し、
　前記常駐するサービスメッセージを再処理するステップにおいて、送信が成功せず且つ
シリアルナンバー（ＳＮ）が付与されたサービスデータユニット（ＳＤＵ）に対して、元
のＳＮを採用してヘッダをカプセル化し、リセットされたコンプレッサを使用して、再圧
縮を行い、更新された暗号化モジュールを用いて、再び暗号化し、新しいプロトコルデー
タユニット（ＰＤＵ）を生成し、常駐するデータＰＤＵの代わりに、新しく生成されたＰ
ＤＵを下位層へ送信する
　請求項７に記載の再確立方法。
【請求項１０】
　ＰＤＣＰ（Packet Data Convergence Protocol）層の再確立装置であって、受信機と送
信機とを含み、
　前記受信機は、ＰＤＣＰ層を再確立する際、常駐する制御メッセージをクリアするとと
もに、常駐するサービスメッセージを処理し且つ当該処理の過程で生成されたフィードバ
ック情報をクリアするように構成され、
　前記受信機は、ＰＤＣＰ層を再確立する際、常駐する制御メッセージをクリアするよう
に構成される
　再確立装置。
【請求項１１】
　前記ＰＤＣＰ層に対応する無線リンク制御（ＲＬＣ）層が非確認型モード（ＵＭ）であ
る場合、
　上記受信機は、ＰＤＣＰ層を再確立する際、常駐するフィードバック型の制御メッセー
ジをクリアするように構成され、
　前記送信機は、ＰＤＣＰ層を再確立する際、常駐するフィードバック型の制御メッセー
ジをクリアするように構成される
　請求項１０に記載の再確立装置。
【請求項１２】
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　前記ＰＤＣＰ層に対応する無線リンク制御（ＲＬＣ）層が確認型モード（ＡＭ）である
場合、
　上記受信機は、ＰＤＣＰ層を再確立する際、常駐するフィードバック型の制御メッセー
ジと状態報告型の制御メッセージとをクリアするように構成され、
　前記送信機は、ＰＤＣＰ層を再確立する際、常駐するフィードバック型の制御メッセー
ジと状態報告型の制御メッセージとをクリアするように構成される
　請求項１０に記載の再確立装置。
【請求項１３】
　ＰＤＣＰ（Packet Data Convergence Protocol）層の再確立装置に用いられる受信機で
あって、
　ＰＤＣＰ層を再確立する際、常駐する制御メッセージをクリアするとともに、常駐する
サービスメッセージを処理し且つ当該処理の過程で生成されたフィードバック情報をクリ
アするように構成された受信機。
【請求項１４】
　前記ＰＤＣＰ層に対応する無線リンク制御（ＲＬＣ）層が非確認型モード（ＵＭ）であ
る場合、ＰＤＣＰ層を再確立する際、常駐するメッセージに対して分類を行い、フィード
バック型の制御メッセージを廃棄し、常駐するサービスメッセージに対して、パッケージ
解凍、暗号解読、解凍処理を行い、ＰＤＣＰサービスデータユニット（ＳＤＵ）を生成し
、前記ＳＤＵを上位層に送信し、サービスメッセージを処理する過程で生成されたフィー
ドバック情報を廃棄して、常駐するメッセージの処理を終了した後に、デコンプレッサを
リセットし、暗号解読モジュールに対してセキュリティ構成の更新を行うように構成され
る
　請求項１３に記載の受信機。
【請求項１５】
　前記ＰＤＣＰ層に対応する無線リンク制御（ＲＬＣ）層が確認型モード（ＡＭ）である
場合、ＰＤＣＰ層を再確立する際、常駐するメッセージに対して、分類を行い、フィード
バック型の制御メッセージと状態報告型の制御メッセージとを廃棄し、常駐するサービス
メッセージに対して、パッケージ解凍、暗号解読、解凍処理を行い、ＰＤＣＰサービスデ
ータユニット（ＳＤＵ）を生成し、連続したシリアルナンバー（ＳＮ）を有するＰＤＣＰ
　ＳＤＵを上位層に送信し、連続しないＳＮを有するＰＤＣＰ　ＳＤＵを一時的に記憶し
て、再確立の後に処理し、且つサービスメッセージを処理する過程で生成されたフィード
バック情報を廃棄して、常駐するメッセージの処理を終了した後に、デコンプレッサをリ
セットし、暗号解読モジュールに対してセキュリティ構成の更新を行うように構成される
　請求項１３に記載の受信機。
【請求項１６】
　ＰＤＣＰ（Packet Data Convergence Protocol）層の再確立装置に用いられる送信機で
あって、
　ＰＤＣＰ層を再確立する際、常駐する制御メッセージをクリアするように構成された送
信機。
【請求項１７】
　前記ＰＤＣＰ層に対応する無線リンク制御（ＲＬＣ）層が非確認型モード（ＵＭ）であ
る場合、ＰＤＣＰ層を再確立する際、コンプレッサをリセットし、且つ暗号化モジュール
の構成を更新し、常駐するメッセージに対して分類を行い、フィードバック型の制御メッ
セージを廃棄して、送信が成功せず且つシリアルナンバーＳＮが付与されたサービスデー
タユニット（ＳＤＵ）に対して、０から新しいＳＮを付与し、新しいＳＮを用いてヘッダ
をカプセル化し、リセットされたコンプレッサを使用して、再圧縮を行い、更新された暗
号化モジュールを用いて、再び暗号化し、新しいプロトコルデータユニット（ＰＤＵ）を
生成し、常駐するデータＰＤＵの代わりに、新しく生成されたＰＤＵを下位層へ送信する
ように構成される
　請求項１６に記載の送信機。
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【請求項１８】
　前記ＰＤＣＰ層に対応する無線リンク制御（ＲＬＣ）層が確認型モード（ＡＭ）である
場合、ＰＤＣＰ層を再確立する際、コンプレッサをリセットし、且つ暗号化モジュールの
構成を更新し、常駐するメッセージに対して分類を行い、フィードバック型の制御メッセ
ージと状態報告型の制御メッセージとを廃棄して、送信が成功せず且つシリアルナンバー
（ＳＮ）が付与されたサービスデータユニット（ＳＤＵ）に対して、元のＳＮを採用して
ヘッダをカプセル化し、リセットされたコンプレッサを使用して、再圧縮を行い、更新さ
れた暗号化モジュールを用いて、再び暗号化し、新しいプロトコルデータユニット（ＰＤ
Ｕ）を生成し、常駐するデータＰＤＵの代わりに、新しく生成されたＰＤＵを下位層へ送
信するように構成される
　請求項１６に記載の送信機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動通信分野に関し、特に、ＬＴＥ（Long Term Evolution）システムにお
けるＰＤＣＰ（Packet Data Convergence Protocol）層の再確立（Re-establishment）方
法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＰＤＣＰ層は、ＬＴＥの無線インタフェースプロトコルスタックにおいて無線リンク制
御（Radio Link Control：ＲＬＣ）プロトコル層の上位に位置する。ＰＤＣＰ層のエンテ
ィティ機能を、図１に示す。ＰＤＣＰに対応するＲＬＣエンティティは、非確認型モード
（Unacknowledged Mode：ＵＭ）でもよく、または確認型モード（Acknowledged Mode：Ａ
Ｍ）でもよい。説明の便宜のため、本文において、ＲＬＣ層ＡＭ／ＵＭに対応するＰＤＣ
Ｐ層／エンティティをＡＭ／ＵＭ型のＰＤＣＰ層／エンティティと称する。ＰＤＣＰ再確
立過程（Re-establishment procedure）とは、上位層から指示されたＰＤＣＰエンティテ
ィをリセットする過程をいう。ＰＤＣＰ再確立をトリガーする要因は複数あり、例えば、
ハンドオーバーの発生、ＲＲＣリンク再構成などである。本出願では、データ無線ベアラ
（Data Radio Bearer：ＤＲＢ）に対する再確立過程に着目している。再確立においては
、ＰＤＣＰ層の常駐メッセージ（Messages）に対する処理や、セキュリティ構成に対する
更新などの一連の関連プロセスが実行され、且つ、ロバストヘッダ圧縮（Robust Header 
Compression：ＲＯＨＣ）モジュールのリセットをトリガーすることができる。ＰＤＣＰ
を再確立した後に、メッセージの重複送信を低減させ、無線インタフェース帯域幅を節約
するという目的を達成するために、メッセージの実際の受信状況に応じて生成した状態報
告（Status Report）を相手側に送信する。以下、ＲＯＨＣ及び状態報告のそれぞれに対
して関連背景技術を説明する。
【０００３】
　ＲＯＨＣは、ＰＤＣＰ層においてサービスメッセージに対するヘッダ圧縮及び解凍機能
を提供する。ヘッダ圧縮とは、無線インタフェース帯域幅を節約するという目的を達成す
るために、サービスメッセージ内のＩＰ、ユーザデータグラムプロトコル（User Datagra
m Protocol：ＵＤＰ）、リアルタイム伝送プロトコル（Real-time Transport Protocol：
ＲＴＰ）などのヘッダの冗長情報を圧縮し、且つ受信側で、完全なヘッダを復元すること
をいう。ボイスオーバーＩＰ（Voice over IP：ＶＯＩＰ）などのメッセージのペイロー
ド長がより小さいサービスに関しては、ヘッダ圧縮を介して得られるシステムの利点は、
極めて大きい。ＰＤＣＰメッセージ処理におけるＲＯＨＣの位置付けを、図１に示す。Ｐ
ＤＣＰ送信エンティティに対応するＲＯＨＣモジュールは、コンプレッサ（Compressor）
と呼ばれ、受信エンティティに対応するＲＯＨＣモジュールは、デコンプレッサ（Decomp
ressor）と呼ばれる。ＲＯＨＣは、Ｕ－Ｍｏｄｅ（Unidirectional mode）、Ｏ－Ｍｏｄ
ｅ（Bi-directional Optimistic mode）及びＲ－Ｍｏｄｅ（Bi-directional Reliable mo
de）の三種類の動作モードを有する。Ｕ－Ｍｏｄｅでは、メッセージが、単方向、即ち、
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コンプレッサからデコンプレッサに送信される。Ｕモードは、フィードバックメカニズム
を有しない。コンプレッサが常にＵ－ｍｏｄｅから起動し、デコンプレッサから、モード
情報を搬送するフィードバックメッセージを受信した後に、他のモードに遷移する。Ｏ－
Ｍｏｄｅでは、デコンプレッサが、フィードバックメッセージを送信するためのフィード
バックチャネルを有し、フィードバック情報をただちにコンプレッサに知らせることがで
きる。コンプレッサは、受信したフィードバック情報に応じて、圧縮のポリシー及び送信
しようとするパッケージのタイプを直ちに調整する。Ｒ－Ｍｏｄｅでは、システムのロバ
スト性（Robustness）を強化するために、フィードバックチャネルを頻繁に使用し、コン
プレッサが送信するメッセージの確実性は、デコンプレッサから返信されるフィードバッ
ク情報によって担保される。
【０００４】
　図２に、フィードバックメカニズムのモデルを示す。コンプレッサは、ＲＯＨＣチャネ
ルを介して、圧縮されたメッセージを送信する。デコンプレッサは、圧縮されたメッセー
ジを受信して処理するとともに、フィードバック情報を生成する。フィードバック情報は
、フィードバックチャネルを介して、コンプレッサへ送信される。Ｏモード及びＲモード
のフィードバックメカニズムは、送信方式に応じて、主に、散在フィードバック（Inters
persed Feedback）とピギーバックフィードバック（Piggybacked Feedback）という２種
類に分けられる。散在フィードバックは、チャンネル上に送信される散在フィードバック
メッセージを選定する。ＰＤＣＰに関していうと、散在フィードバックメッセージは、Ｐ
ＤＣＰ層においてフィードバック型の制御メッセージ（Control PDU：制御プロトコルデ
ータユニット）にカプセル化され、無線インタフェースを介して送信される。ピギーバッ
クフィードバックは、逆方向のＲＯＨＣ圧縮メッセージに埋め込まれて送信される。この
ピギーバックフィードバックは、ＰＤＣＰには不可視である。本願の実施形態では、特に
、散在フィードバックのフィードバックメカニズムを説明する。散在フィードバック及び
ピギーバックフィードバックは、いずれも、デコンプレッサにおいて解凍が成功したかど
うかをコンプレッサに通知するための解凍情報を搬送し、且つ、コンプレッサの動作モー
ド及び動作状態の遷移をトリガーすることができる。なお、ＲＯＨＣのモード切替は、常
にデコンプレッサにより開始され、デコンプレッサがモード情報を含むフィードバックを
送信することで、コンプレッサのモード切替がトリガーされる。
【０００５】
　図３に、ＰＤＣＰ層におけるフィードバックメッセージの処理プロセスを示す。受信側
における処理には、１、受信：相手側ＰＤＣＰが送信したフィードバック型の制御メッセ
ージを受信すること、２、解析：ＰＤＣＰパッケージヘッダを除去し、フィードバック情
報をコンプレッサに渡すこと、３、処理：コンプレッサが、フィードバック情報に応じて
、モード切替、状態遷移、パッケージングポリシーの調整などの動作を行うこと、が含ま
れる。送信側における処理には、１、生成：デコンプレッサが、サービスメッセージを解
凍し、フィードバック情報を生成すること、２、カプセル化：フィードバック情報が、送
信側により制御メッセージ（ＣＴＲＬＰＤＵ）としてカプセル化されること、３、送信：
フィードバック情報を含む制御メッセージを、下位層へ送信し、無線インタフェースを介
して相手側に送信すること、が含まれる。
【０００６】
　状態報告（status report）は、サービスメッセージの実際の受信状況を有するＰＤＣ
Ｐ制御メッセージであり、ＡＭモードにマッピングするＤＲＢのＰＤＣＰ再確立プロセス
に適用される。状態報告には、ビットシーケンス（bit sequences）が含まれる。再確立
の際、１つ目のロストメッセージから始まる一連のメッセージが、前記ビットシーケンス
に１対１で対応している。当該ビットシーケンスは、ビットマップ（bitmap）と呼ばれる
。各パッケージは、それに対応するビット（bit）を有し、当該ビットが１であると、受
信されたことを表し、当該ビットが０であると、消失したことを表す。状態報告は、再確
立時において、常に受信エンティティにより生成され、逆方向の送信チャネルを介して、
相手側送信エンティティに送信される。送信エンティティは、状態報告を受信すると、ビ
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ットマップ情報に基づいて、ローカルメッセージの送信ポリシーを調整するが、無線イン
タフェースリソースを節約するために、状態報告の受信確認のメッセージは、送信しない
。ある無線ベアラ（Radio Bearer）が、状態報告を送信できる場合、再確立過程において
、受信側ＰＤＣＰエンティティは、サービスメッセージの実際の到着状況に応じて状態報
告を生成し、それを再確立後の１つ目のメッセージとして送信する。状態報告の生成及び
処理プロセスは、図４に示すように、メッセージ受信処理プロセスとメッセージ送信処理
プロセスとを含むが、それらはメッセージのフィードバック処理と類似するため、ここで
は詳細に説明しない。
【０００７】
　再確立が発生すると、無線インタフェースによるメッセージの受送信は停止し、ＰＤＣ
Ｐエンティティは、ＰＤＣＰ層に常駐するメッセージの処理を開始する。
【０００８】
　従来の処理方法は、下記のとおりである。
【０００９】
　ローカル受信側：
　ａ）常駐のＰＤＣＰデータ（Data）プロトコルデータユニット（Protocol Data Unit：
ＰＤＵ）を取り出し、パッケージ解凍→暗号解読→解凍を行い、ＰＤＣＰ　サービスデー
タユニット（Service Data Unit：ＳＤＵ）を生成する。
　ｂ）ＲＬＣ　ＵＭに対応するＰＤＣＰエンティティに関して、
　ｃ）ＵＭ型のＰＤＣＰエンティティについては、ＰＤＣＰ　ＳＤＵを上位層に送信する
。ＡＭ型のＰＤＣＰエンティティについては、連続したＳＮ（シリアルナンバー）を有す
るＰＤＣＰ　ＳＤＵを上位層に送信し、メッセージキャヴィディを有するＰＤＣＰ　ＳＤ
Ｕ、即ち、連続しないＳＮを有するＰＤＣＰ　ＳＤＵを一時的に記憶し、それを再確立の
後に処理する。基地局については、ここでの上位層とは、一般的に、ＧＰＲＳトンネリン
グプロトコルユーザプレーン（GPRS Tunnelling Protocol for User Plane：ＧＴＰ－Ｕ
）層を指す。端末については、ここでの上位層とは、一般的にアプリケーション層を指す
。
　ｄ）受信側の常駐のメッセージ（PDCP Data PDU）処理を終了するまで、ステップａ）
、ｂ）を繰り返す。
　ｅ）暗号解読モジュールについては、セキュリティ構成の更新を行い（例えば、パスワ
ードを変更する）、デコンプレッサについては、初期状態及び動作モードに回復させるた
めに、リセットを行う。
【００１０】
　ローカル送信側：
　ａ）暗号化モジュールに対して、セキュリティ構成の更新を行い（例えば、パスワード
の変更）、初期状態と動作モードに回復させるために、コンプレッサ（Compressor）をリ
セットする。
　ｂ）送信が成功せず且つＳＮを付与されたＳＤＵに対して、リセットされたコンプレッ
サと暗号器を使用して、圧縮と暗号化を再び行い、新しいＤａｔａ　ＰＤＵを生成する。
　ｃ）常駐のＤａｔａ　ＰＤＵに代えて、新しく生成したＰＤＵを、下位層（即ち、ＲＬ
Ｃプロトコル層）へ送信する。
　ｄ）ＳＮの昇順に応じてＳＤＵを処理する。送信側の常駐のメッセージの処理を終了す
るまで、ステップｂ、ｃを繰り返す。
【００１１】
　当該方法の問題点は、再確立時に、ＰＤＣＰ層の常駐の制御メッセージ（FeedbackとSt
atus Reports）に対して処理を行わないことである。
【００１２】
　再確立過程において生成されたフィードバックメッセージ又はＰＤＣＰ層に常駐するフ
ィードバックメッセージは、無効となる可能性がある。原因に応じて、再確立時に、下記
の３種類の無効フィードバックメッセージが生成され得る。
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【００１３】
　第１類は、ＰＤＣＰの受信バッファに常駐するフィードバック型の制御メッセージであ
る。
　第２類は、デコンプレッサをリセットする前に、受信バッファに常駐するサービスメッ
セージを処理するときに生成されるフィードバックである。
　第３類は、ＰＤＣＰの送信バッファに常駐するフィードバック型の制御メッセージであ
る。
【００１４】
　ＰＤＣＰの再確立時には、ＲＯＨＣのリセットがトリガーされる。即ち、コンプレッサ
／デコンプレッサは、最初のモード及び状態から、再び動作を開始する。これによって、
第１類のフィードバックメッセージにおける情報は、既に期限切れとなり、ローカルコン
プレッサに対して、役に立たないものである。第２類、第３類のフィードバックメッセー
ジは、一般的なプロセスにおいて、相手側のコンプレッサに送信される。再確立は、基地
局（ｅ-UTRAN Node B：ｅＮＢ）側とユーザー側端末装置（User Equipment：ＵＥ）とに
対して、同期的に行われ、相手側コンプレッサも、同時にリセットされる。これによって
、第２類、第３類のフィードバックメッセージも無効な情報となる。ＲＯＨＣのリセット
において、新しいコンテキストが確立される。付与されたコンテキストＩＤ（Context ID
：ＣＩＤ）が、これらのフィードバックメッセージにおけるコンテキストＩＤと一致する
場合、相手側のコンプレッサが第２類、第３類のフィードバックメッセージを受信すると
、デコンプレッサに認識されることなく、モード切替などの異常プロセスに入る可能性が
ある。一方、これらの無効なフィードバックメッセージが再確立の後に送信されると、無
線インタフェースリソースの無駄遣いを引き起こしてしまう。特に、再確立前には、ＲＯ
ＨＣがＲモードにおいて動作し、フィードバックメッセージの数が、相当な数にのぼるた
め、再確立後の無効のフィードバックメッセージは、より顕著なリソースの無駄遣いを引
き起こす。
【００１５】
　再確立の際、ＰＤＣＰ層に常駐する状態報告は、無効となる可能性がある。生成される
位置に応じて、状態報告は、下記の２種類に分けられる。
【００１６】
　第１類：ＰＤＣＰにより受信バッファに常駐する状態報告型の制御メッセージである。
　第２類：ＰＤＣＰの送信バッファに常駐する状態報告型の制御メッセージである。
【００１７】
　第１類の状態報告は、ローカルメッセージの送信ポリシーに影響を与える。状態報告は
、一般的に、再確立の後に最初に受信されるパケットメッセージである。再確立において
、ＰＤＣＰに常駐するメッセージに、状態報告が含まれる場合、それは前回の再確立に対
応しているため、その中に含まれる受信情報は既に期限切れとなってしまう。第１類の状
態報告に含まれる受信情報は、リアルタイムで相手側の実際の受信状況を反映することが
できず、メッセージの重複送信を引き起こしてしまう可能性がある。第２類の状態報告は
、相手側に送信されるものであり、第１類のメッセージと同様に、相手側のメッセージ送
信効率に影響を与える。
【００１８】
　要するに、ＰＤＣＰ再確立時の常駐メッセージの従来処理方法においては、フィードバ
ックメッセージ又は状態報告に対して処理を行わない。無効フィードバックは、無線イン
タフェースリソースの無駄遣いを引き起こし、更に、コンプレッサが、デコンプレッサに
認識されることなく、モード切替などの異常プロセスに進み、再確立後の正常サービスデ
ータの処理に対して遅延を引き起こす可能性がある。無効となった状態報告の期限切れの
情報は、上り下りのメッセージの送信ポリシーに影響を与え、メッセージの重複送信を引
き起こし、無線インタフェースリソースの利用効率を低下させてしまう。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【００１９】
　本発明が解決しようとする課題は、無効なフィードバックメッセージの送信が、無線イ
ンタフェースの無駄遣いを引き起こし、更に、コンプレッサが、デコンプレッサに認識さ
れることなく、モード切替などの異常プロセスに進むことを避けるために、ＰＤＣＰ層の
再確立方法及び装置を提供することである。
【００２０】
　本発明が解決しようとするもう１つの技術的な課題は、無効となった状態報告の送信に
よって、上り下りのメッセージの送信ポリシーに影響を与え、無線インタフェースリソー
スの利用効率が低下するのを避けることである。
【課題を解決するための手段】
【００２１】
　上記技術的な課題を解決するために、本発明は、ＰＤＣＰ層の再確立方法を提供する。
当該方法は、
　ＰＤＣＰ層の受信側において、
　常駐する制御メッセージをクリアするステップと、
　常駐するサービスメッセージを処理し、且つ当該処理の過程で生成されたフィードバッ
ク情報をクリアするステップと、
　デコンプレッサをリセットし、暗号解読モジュールの構成を更新するステップと、
　を含み、
　ＰＤＣＰ層の送信側において、
　コンプレッサをリセットし、暗号化モジュールの構成を更新するステップと、
　常駐する制御メッセージをクリアするステップと、
　常駐するサービスメッセージを再処理するステップと、を含む。
【００２２】
　前記方法において、前記ＰＤＣＰ層に対応する無線リンク制御（ＲＬＣ）層が、非確認
型モード（ＵＭ）である場合、
　前記ＰＤＣＰ層の受信側において、前記常駐する制御メッセージをクリアするステップ
は、常駐するフィードバック型の制御メッセージをクリアし、
　前記ＰＤＣＰ層の送信側において、前記常駐する制御メッセージをクリアするステップ
は、常駐するフィードバック型の制御メッセージをクリアすることをさらに含んでもよい
。
【００２３】
　前記方法において、前記ＰＤＣＰ層に対応するＲＬＣ層が、確認型モード（ＡＭ）であ
る場合、
　前記ＰＤＣＰ層の受信側において、前記常駐する制御メッセージをクリアするステップ
は、常駐するフィードバック型の制御メッセージと状態報告型の制御メッセージとをクリ
アし、
　前記ＰＤＣＰ層の送信側において、前記常駐する制御メッセージをクリアするステップ
は、常駐するフィードバック型の制御メッセージと状態報告型の制御メッセージとをクリ
アすることをさらに含んでもよい。
【００２４】
　上記の技術的な課題を解決するために、本発明は、ＰＤＣＰ層の受信側に応用されるＰ
ＤＣＰ層の再確立方法を提供する。当該方法は、
　常駐する制御メッセージをクリアするステップと、
　常駐するサービスメッセージを処理し、且つ当該処理の過程で生成されたフィードバッ
ク情報をクリアするステップと、
　デコンプレッサをリセットし、暗号解読モジュールの構成を更新するステップと、
　を含む。
【００２５】
　前記方法は、前記ＰＤＣＰ層に対応するＲＬＣ層がＵＭである場合、
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　前記常駐する制御メッセージをクリアするステップの前に、常駐するメッセージに対し
て、分類を行い、前記常駐する制御メッセージをクリアするステップにおいて、フィード
バック型の制御メッセージを廃棄するステップと、
　前記常駐するサービスメッセージを処理するステップにおいて、常駐するサービスメッ
セージに対してパッケージ解凍、暗号解読、解凍処理を行い、ＰＤＣＰサービスデータユ
ニット（ＳＤＵ）を生成し、前記ＳＤＵを上位層に送信し、前記処理の過程で生成された
フィードバック情報をクリアするステップにおいて、サービスメッセージを処理する過程
で生成されたフィードバック情報を廃棄するステップと、
　前記暗号解読モジュールの構成を更新するステップにおいて、暗号解読モジュールに対
して、セキュリティ構成更新を行うステップと、を更に含んでもよい。
【００２６】
　前記方法は、前記ＰＤＣＰ層に対応するＲＬＣ層がＡＭである場合、
　前記常駐する制御メッセージをクリアするステップの前に、常駐するメッセージに対し
て、分類を行い、前記常駐する制御メッセージをクリアするステップにおいて、フィード
バック型の制御メッセージと状態報告型のメッセージとを廃棄するステップと、
　前記常駐するサービスメッセージを処理するステップにおいて、常駐するサービスメッ
セージに対してパッケージ解凍、暗号解読、解凍処理を行い、ＰＤＣＰ　ＳＤＵを生成し
、連続したシリアルナンバー（ＳＮ）を有するＰＤＣＰＳＤＵを上位層に送信し、連続し
ないＳＮを有するＰＤＣＰ　ＳＤＵを、一時的に記憶して、再確立の後に処理し、前記処
理の過程で生成されたフィードバック情報をクリアするステップにおいて、サービスメッ
セージを処理する過程で生成されたフィードバック情報を廃棄するステップと、
　前記暗号解読モジュールの構成を更新するステップにおいて、暗号解読モジュールに対
して、セキュリティ構成更新を行うステップと、を更に含む。
【００２７】
　上記の技術的な課題を解決するために、本発明は、ＰＤＣＰ層の送信側に応用されるＰ
ＤＣＰ層の再確立方法を提供する。当該方法は、
　コンプレッサをリセットし、且つ暗号化モジュールの構成を更新するステップと、
　常駐する制御メッセージをクリアするステップと、
　常駐するサービスメッセージを再処理するステップと、
　を含む。
【００２８】
　前記方法は、前記ＰＤＣＰ層に対応するＲＬＣ層がＵＭである場合、
　前記常駐する制御メッセージをクリアするステップの前に、常駐するメッセージに対し
て、分類を行い、前記常駐する制御メッセージをクリアするステップにおいて、フィード
バック型の制御メッセージを廃棄するステップと、
　前記常駐するサービスメッセージを再処理するステップにおいて、送信が成功せず且つ
ＳＮが付与されたＳＤＵに対して、０から新しいＳＮを付与し、新しいＳＮを用いてヘッ
ダをカプセル化し、リセットされたコンプレッサを使用して、再圧縮を行い、更新された
暗号化モジュールを用いて、再び暗号化し、新しいＰＤＵを生成し、常駐するデータＰＤ
Ｕの代わりに、新しく生成されたＰＤＵを下位層へ送信するステップと、を更に含んでも
よい。
【００２９】
　前記方法は、前記ＰＤＣＰ層に対応するＲＬＣ層がＡＭである場合、
　前記常駐する制御メッセージをクリアするステップの前に、常駐するメッセージに対し
て分類を行い、前記常駐する制御メッセージをクリアするステップにおいて、フィードバ
ック型の制御メッセージと状態報告型の制御メッセージとを廃棄するステップと、
　前記常駐するサービスメッセージを再処理するステップにおいて、送信が成功せず且つ
ＳＮが付与されたＳＤＵに対して、元のＳＮを用いてヘッダをカプセル化し、リセットさ
れたコンプレッサを使用して、再圧縮を行い、更新された暗号化モジュールを用いて、再
び暗号化し、新しいＰＤＵを生成し、常駐するデータＰＤＵの代わりに、前記新しく生成
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されたＰＤＵを下位層へ送信するステップと、を更に含んでもよい。
【００３０】
　上記の技術的な課題を解決するために、本発明は、受信機と送信機とを含むＰＤＣＰ層
の再確立装置を提供する。当該方法において、
　前記受信機は、ＰＤＣＰ層を再確立する際、常駐する制御メッセージをクリアするとと
もに、常駐するサービスメッセージを処理し且つ当該処理の過程で生成されたフィードバ
ック情報をクリアするように構成され、
　前記送信機は、ＰＤＣＰ層を再確立する際、常駐する制御メッセージをクリアするよう
に構成される。
【００３１】
　前記再確立装置において、前記ＰＤＣＰ層に対応するＲＬＣ層がＵＭである場合、
　上記受信機は、ＰＤＣＰ層を再確立する際、常駐するフィードバック型の制御メッセー
ジをクリアするように更に構成され、
　前記送信機は、ＰＤＣＰ層を再確立する際、常駐するフィードバック型の制御メッセー
ジをクリアするように更に構成されてもよい。
【００３２】
　前記再確立装置において、前記ＰＤＣＰ層に対応するＲＬＣ層がＡＭである場合、
　上記受信機は、ＰＤＣＰ層を再確立する際、常駐するフィードバック型の制御メッセー
ジと状態報告型の制御メッセージとをクリアするように更に構成され、
　前記送信機は、ＰＤＣＰ層を再確立する際、常駐するフィードバック型の制御メッセー
ジと状態報告型の制御メッセージとをクリアするように更に構成されてもよい。
【００３３】
　上記の技術的な課題を解決するために、本発明は、ＰＤＣＰ層の再確立装置に用いられ
る受信機を提供する。
　前記受信機は、ＰＤＣＰ層を再確立する際、常駐する制御メッセージをクリアするとと
もに、常駐するサービスメッセージを処理し且つ当該処理の過程で生成されたフィードバ
ック情報をクリアするように構成される。
【００３４】
　前記受信機は、前記ＰＤＣＰ層に対応するＲＬＣ層がＵＭである場合、
　ＰＤＣＰ層を再確立する際、常駐するメッセージに対して分類を行い、フィードバック
型の制御メッセージを廃棄し、常駐するサービスメッセージに対してパッケージ解凍、暗
号解読、解凍処理を行い、ＰＤＣＰ　ＳＤＵを生成し、前記ＳＤＵを上位層に送信し、且
つサービスメッセージを処理する過程で生成されたフィードバック情報を廃棄して、常駐
するメッセージの処理を終了した後に、デコンプレッサをリセットし、暗号解読モジュー
ルに対してセキュリティ構成更新を行うように構成されてもよい。
【００３５】
　前記受信機は、前記ＰＤＣＰ層に対応するＲＬＣ層がＡＭである場合、
　ＰＤＣＰ層を再確立する際、常駐するメッセージに対して分類を行い、フィードバック
型の制御メッセージと状態報告型の制御メッセージとを廃棄し、常駐するサービスメッセ
ージに対してパッケージ解凍、暗号解読、解凍処理を行い、ＰＤＣＰ　ＳＤＵを生成し、
連続したシリアルナンバー（ＳＮ）を有するＰＤＣＰ　ＳＤＵを上位層に送信し、連続し
ないＳＮを有するＰＤＣＰ　ＳＤＵを一時的に記憶して前記再確立の後に処理し、且つ前
記サービスメッセージを処理する過程で生成されたフィードバック情報を廃棄して、常駐
するメッセージの処理を終了した後に、デコンプレッサをリセットし、暗号解読モジュー
ルに対してセキュリティ構成更新を行うように構成されてもよい。
【００３６】
　上記の技術的な課題を解決するために、本発明は、ＰＤＣＰ層の再確立装置に用いられ
る送信機を提供する。
　前記送信機は、ＰＤＣＰ層を再確立する際、常駐する制御メッセージをクリアするよう
に構成される。
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　前記送信機は、前記ＰＤＣＰ層に対応するＲＬＣ層がＵＭである場合、
　ＰＤＣＰ層を再確立する際、コンプレッサをリセットし、且つ暗号化モジュールの構成
を更新し、常駐するメッセージに対して分類を行い、フィードバック型の制御メッセージ
を廃棄して、送信が成功せず且つＳＮが付与されたＳＤＵに対して、０から新しいＳＮを
付与し、当該新しいＳＮを用いてヘッダをカプセル化し、且つ前記リセットされたコンプ
レッサを使用して、再圧縮を行い、更新された暗号化モジュールを用いて、再び暗号化し
、新しいＰＤＵを生成し、常駐するデータＰＤＵの代わりに、前記新しく生成されたＰＤ
Ｕを下位層へ送信するように構成されてもよい。
【００３７】
　上記送信機は、前記ＰＤＣＰ層に対応するＲＬＣ層がＡＭである場合、
　ＰＤＣＰ層を再確立する際、コンプレッサをリセットし、且つ暗号化モジュールの構成
を更新し、常駐するメッセージに対して分類を行い、フィードバック型の制御メッセージ
と状態報告型の制御メッセージとを廃棄して、送信が成功せず且つＳＮが付与されたＳＤ
Ｕに対して、元のＳＮを用いてヘッダをカプセル化し、且つ前記リセットされたコンプレ
ッサを使用して、再圧縮を行い、更新された暗号化モジュール用いて、再び暗号化し、新
しいＰＤＵを生成し、常駐するデータＰＤＵの代わりに、前記新しく生成されたＰＤＵを
下位層へ送信するように構成されてもよい。
【発明の効果】
【００３８】
　本発明は、再確立時にＰＤＣＰ層に常駐するメッセージに対する差別化処理によって、
コンプレッサのモード切替の異常を避け、ユーザプレーンの再確立後の回復速度を向上さ
せることができる。更に、無効なフィードバックの送信を避け、無線インタフェースリソ
ースの利用効率を向上させることができると共に、無効となった状態報告の、上り下りの
送信ポリシーに対する影響を避けることによって、サービスメッセージの重複送信を低減
させ、無線インタフェースリソースの利用効率を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】ＰＤＣＰエンティティを示す図である。
【図２】ＲＯＨＣのフィードバックメカニズムを示す図である。
【図３】ＰＤＣＰフィードバック処理を示す図である。
【図４】ＰＤＣＰの状態報告の処理を示す図である。
【図５】本発明の実施例におけるＰＤＣＰエンティティの受信側のフローチャートである
。
【図６】本発明の実施例におけるＰＤＣＰエンティティの送信側のフローチャートである
。
【発明を実施するための形態】
【００４０】
　本発明は、ＰＤＣＰ層の再確立の最適な方法を提案し、無効な制御メッセージをクリア
することによって、コンプレッサのモード切替の異常を避け、ユーザプレーンの再確立後
の回復速度を向上させることができる。更に、無効なフィードバックの送信を避け、無線
インタフェースリソースの利用効率を向上させることができる同時に、上り下りの送信ポ
リシーに対する無効となった状態報告の影響を避けることによって、サービスメッセージ
の重複送信を低減させ、無線インタフェースリソースの利用効率を向上させることができ
る。
【００４１】
　以下、図面及び具体的な実施例に合わせて本発明を詳しく説明する。
【００４２】
　本発明の実施例に係る方法を、図５と図６に示す。
【００４３】
　図５に示すように、当該方法は、ＰＤＣＰ層の受信側（又は受信機と称する）において
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、下記のステップを含む。
【００４４】
　ステップ５０１において、受信側が、常駐する制御メッセージをクリアする。
　前記制御メッセージは、フィードバック型の制御メッセージ（即ち、フィードバックメ
ッセージ）を少なくとも含み、状態報告型の制御メッセージ（即ち、状態報告）をさらに
含んでもよい。
【００４５】
　具体的には、前記ＰＤＣＰ層に対応するＲＬＣ層がＵＭである場合、受信側は、常駐す
るフィードバック型の制御メッセージをクリアし、前記ＰＤＣＰ層に対応するＲＬＣ層が
ＡＭである場合、受信側は、常駐するフィードバック型の制御メッセージと状態報告型の
制御メッセージとをクリアする。
【００４６】
　ステップ５０２において、受信側が、常駐するサービスメッセージを処理し、且つ当該
処理の過程で生成されたフィードバック情報をクリアする。
【００４７】
　ステップ５０３において、受信側が、デコンプレッサをリセットし、暗号解読モジュー
ルの構成を更新する。
【００４８】
　当該方法は、ＰＤＣＰ層の送信側（又は送信機と称する）において、下記のステップを
含む。
【００４９】
　ステップ６０１において、送信側が、コンプレッサをリセットし、且つ暗号化モジュー
ルの構成を更新する。
【００５０】
　ステップ６０２において、送信側が、常駐する制御メッセージをクリアする。
　前記制御メッセージは、フィードバック型の制御メッセージ（即ち、フィードバックメ
ッセージ）を少なくとも含み、状態報告型の制御メッセージ（即ち、状態報告）をさらに
含んでもよい。
【００５１】
　具体的には、前記ＰＤＣＰ層に対応するＲＬＣ層がＵＭである場合、送信側は、常駐す
るフィードバック型の制御メッセージをクリアし、前記ＰＤＣＰ層に対応するＲＬＣ層が
ＡＭである場合、送信側は、常駐するフィードバック型の制御メッセージと状態報告型の
制御メッセージとをクリアする。
【００５２】
　ステップ６０３において、送信側が、常駐するサービスメッセージを再処理する。
【００５３】
　当該方法は、ステップ５０１～５０３に記載のように、ＵＭ型のＰＤＣＰ層の受信側に
おいて、具体的には、以下のステップを含む。
【００５４】
　（１）ＵＭ型のＰＤＣＰ層を再確立する際、常駐するメッセージに対して分類を行い、
当該メッセージがフィードバック型の制御メッセージである場合、廃棄するステップ、
　（２）常駐するサービスメッセージに対して、パッケージ解凍、暗号解読、解凍処理を
行い、ＰＤＣＰ　ＳＤＵを生成し、且つ前記ＰＤＣＰ　ＳＤＵを上位層に送信するステッ
プ、
　（３）ステップ（２）においてサービスメッセージを処理する過程で生成されたフィー
ドバック情報が、Ｃｏｎｔｒｏｌ　ＰＤＵにカプセル化されて相手側に送信されてしまう
のを避けるために、前記生成されたフィードバック情報を廃棄するステップ、
　（４）受信側に常駐するメッセージの処理を終了するまで、ステップ（１）～（３）を
繰り返すステップ、
　（５）暗号解読モジュールに対して、セキュリティ構成の更新を行い（例えば、パスワ
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ードの変更）、初期状態と動作モードに回復させるために、デコンプレッサをリセットす
るステップ。
【００５５】
　当該方法は、ステップ６０１～６０３に記載のように、ＵＭ型のＰＤＣＰ層の送信側に
おいて、具体的には、以下のステップを含む。
【００５６】
　（ａ）ＵＭ型のＰＤＣＰ層を再確立する際、暗号化モジュールの構成を更新し、且つ、
初期状態と動作モードに回復させるために、コンプレッサをリセットするステップ、
　（ｂ）送信側に常駐するメッセージに対して、分類を行い、当該メッセージがフィード
バック型の制御メッセージである場合、下位層へ送信せずに、廃棄するステップ、
　（ｃ）送信が成功せず且つＳＮが付与されたＳＤＵに対して、０から新しいＳＮを付与
し、新しいＳＮを用いてヘッダをカプセル化し、且つリセットされたコンプレッサと暗号
化モジュールとを使用して、圧縮と暗号化とを再び行い、新しいＰＤＵを生成し、常駐す
るＤａｔａ　ＰＤＵの代わりに、新しく生成されたＰＤＵを下位層へ送信するステップ、
　（ｄ）送信側に常駐するメッセージの処理を終了するまで、ステップ（ａ）～（ｃ）を
繰り返すステップ。
【００５７】
　当該方法は、ステップ５０１～５０３に記載のように、ＡＭ型のＰＤＣＰ層の受信側に
おいて、具体的には、以下のステップを含む。
【００５８】
　（一）ＡＭ型のＰＤＣＰを再確立する時、受信側に常駐するメッセージに対して、分類
を行い、当該メッセージがフィードバック型の制御メッセージ又は状態報告型の制御メッ
セージである場合、廃棄するステップ、
　（二）常駐するサービスメッセージに対して、パッケージ解凍、暗号解読、解凍処理を
行い、ＰＤＣＰ　ＳＤＵを生成し、連続したＳＮを有するＰＤＣＰ　ＳＤＵを上位層に送
信し、メッセージキャヴィティを有するＰＤＣＰ　ＳＤＵ、即ち、連続しないＳＮを有す
るＰＤＣＰ　ＳＤＵを、一時的に記憶して、再確立の後に処理するステップ、
　（三）ステップ（二）においてサービスメッセージを処理する過程で生成されたフィー
ドバック情報が、Ｃｏｎｔｒｏｌ　ＰＤＵにカプセル化されて相手側に送信されるのを避
けるために、前記生成されたフィードバック情報を廃棄するステップと、
　（四）受信側に常駐するメッセージの処理を終了するまで、ステップ（一）～（三）を
繰り返すステップ、
　（五）暗号解読モジュールに対して、セキュリティ構成の更新を行い（例えば、パスワ
ードの変更）、初期状態及び動作モードに回復させるために、デコンプレッサをリセット
するステップ。
【００５９】
　当該方法は、ステップ６０１～６０３の記載のように、ＡＭ型のＰＤＣＰ層の送信側に
おいて、具体的には、以下のステップを含む。
【００６０】
　（Ａ）ＡＭ型のＰＤＣＰを再確立する際、送信側の暗号化モジュールの構成を更新し、
且つ初期状態と動作モードに回復させるために、コンプレッサをリセットするステップ、
　（Ｂ）送信側に常駐するメッセージに対して、分類を行い、当該メッセージがフィード
バック型の制御メッセージ又は状態報告型の制御メッセージである場合、下位層に送信せ
ずに、廃棄するステップ、
　（Ｃ）送信が成功せず且つＳＮが付与されたＳＤＵに対して、元のＳＮを用いてヘッダ
をカプセル化し、且つリセットされたコンプレッサと更新された暗号化モジュールとを使
用して、圧縮と暗号化を再び行い、新しいＰＤＵを生成し、常駐するＤａｔａ　ＰＤＵの
代わりに、新しく生成されたＰＤＵを下位層へ送信するステップ、
　（Ｄ）送信側に常駐するメッセージの処理を終了するまでステップ（Ａ）～（Ｃ）を繰
り返すステップ。
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【００６１】
　本発明の実施例におけるＰＤＣＰ層の再確立装置は、受信機と送信機とを含む。
　前記受信機は、ＰＤＣＰ層を再確立する際、常駐する制御メッセージをクリアするとと
もに、常駐するサービスメッセージを処理し且つ当該処理の過程で生成されたフィードバ
ック情報をクリアするように構成される。
　前記送信機は、ＰＤＣＰ層を再確立する時、常駐する制御メッセージをクリアするよう
に構成される。
【００６２】
　前記ＰＤＣＰ層に対応するＲＬＣがＵＭである場合、前記受信機は、ＰＤＣＰ層を再確
立する際、常駐するフィードバック型の制御メッセージをクリアするように更に構成され
、前記送信機は、ＰＤＣＰ層を再確立する際、常駐するフィードバック型の制御メッセー
ジをクリアするように更に構成される。
【００６３】
　前記ＰＤＣＰ層に対応するＲＬＣがＡＭである場合、前記受信機は、ＰＤＣＰ層を再確
立する際、常駐するフィードバック型の制御メッセージと状態報告型の制御メッセージと
をクリアするように更に構成され、前記送信機は、ＰＤＣＰ層を再確立する際、常駐する
フィードバック型の制御メッセージと状態報告型の制御メッセージとをクリアするように
更に構成される。
【００６４】
　前記ＰＤＣＰ層に対応するＲＬＣがＵＭである場合、前記受信機は、ＰＤＣＰ層を再確
立する際、常駐するメッセージに対して、分類を行い、フィードバック型の制御メッセー
ジを廃棄し、常駐するサービスメッセージに対して、パッケージ解凍、暗号解読、解凍処
理を行い、ＰＤＣＰ　ＳＤＵを生成し、前記ＳＤＵを上位層に送信し、且つサービスメッ
セージを処理する過程で生成されたフィードバック情報を廃棄して、常駐するメッセージ
の処理を終了した後に、デコンプレッサをリセットし、暗号解読モジュールに対してセキ
ュリティ構成更新を行うように更に構成される。
【００６５】
　前記ＰＤＣＰ層に対応するＲＬＣ層がＡＭである場合、前記受信機は、ＰＤＣＰ層を再
確立する際、常駐するメッセージに対して分類を行い、フィードバック型の制御メッセー
ジと状態報告型の制御メッセージとを廃棄し、常駐するサービスメッセージに対してパッ
ケージ解凍、暗号解読、解凍処理を行い、ＰＤＣＰ　ＳＤＵを生成し、連続したシリアル
ナンバー（ＳＮ）を有するＰＤＣＰ　ＳＤＵを上位層に送信し、連続しないＳＮを有する
ＰＤＣＰ　ＳＤＵを一時的に記憶して、再確立の後に処理し、且つサービスメッセージを
処理する過程で生成されたフィードバック情報を廃棄して、常駐するメッセージの処理を
終了した後に、デコンプレッサをリセットし、暗号解読モジュールに対してセキュリティ
構成の更新を行うように更に構成される。
【００６６】
　前記ＰＤＣＰ層に対応するＲＬＣがＵＭである場合、前記送信機は、ＰＤＣＰ層を再確
立する際、コンプレッサをリセットし、且つ暗号化モジュールの構成を更新し、常駐する
メッセージに対して、分類を行い、フィードバック型の制御メッセージを廃棄して、送信
が成功せず且つＳＮが付与されたＳＤＵに対して、０から新しいＳＮを付与し、新しいＳ
Ｎを用いてヘッダをカプセル化し、且つリセットされたコンプレッサを使用して、再圧縮
を行い、更新された暗号化モジュールを用いて、再び暗号化し、新しいＰＤＵを生成し、
常駐するデータＰＤＵの代わりに、新しく生成されたＰＤＵを下位層へ送信するようにさ
らに構成される。
【００６７】
　前記ＰＤＣＰ層に対応するＲＬＣがＡＭである場合、前記送信機は、ＰＤＣＰ層を再確
立する際、コンプレッサをリセットし、且つ暗号化モジュールの構成を更新し、常駐する
メッセージに対して分類を行い、フィードバック型の制御メッセージと状態報告型の制御
メッセージとを廃棄して、送信が成功せず且つＳＮが付与されたＳＤＵに対して、元のＳ
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Ｎを用いてヘッダをカプセル化し、リセットされたコンプレッサを使用して、再圧縮を行
い、更新された暗号化モジュールを用いて、再び暗号化し、新しいＰＤＵを生成し、常駐
するデータＰＤＵの代わりに、新しく生成されたＰＤＵを下位層へ送信するように更に構
成される。
【００６８】
　以下、具体的な応用例に応じて更に詳しく説明する。
【００６９】
［応用例１］
　ＵＭ型のＰＤＣＰエンティティにおいて、分類バッファの方法、即ち、サービスメッセ
ージバッファにはサービスメッセージを記憶し、制御メッセージバッファには制御メッセ
ージを記憶する方法を採用する。
【００７０】
　当該方法は、受信側において、
　１．１　ＵＭ型のＰＤＣＰ層を再確立する際、受信側の制御メッセージバッファをリリ
ースし、当該制御メッセージバッファの中の全てのフィードバック型の制御メッセージを
クリアするステップと、
　１．２　再確立が発生した際、受信側のサービスメッセージバッファにおけるメッセー
ジに対して処理を行い、ＰＤＣＰ　ＳＤＵを生成するステップと、
　１．３　ステップ１．２で生成された全てのフィードバック情報に対して、送信側によ
って当該フィードバック情報がカプセル化されるのを避けるために、フィルタリングを行
うステップと、
　１．４　ＰＤＣＰ　ＳＤＵを上位層に送信するステップと、
　１．５　受信側のサービスメッセージバッファにおける全てのメッセージの処理を終了
するまで、ステップ１．２～１．４を繰り返すステップと、
　１．６　暗号解読モジュールに対して、セキュリティ構成の更新を行い（例えば、パス
ワードの変更）、初期状態と動作モードに回復させるために、デコンプレッサをリセット
するステップと、を含む。
【００７１】
　当該方法は、送信側において、
　１．ａ　ＵＭ型のＰＤＣＰ層の再確立が発生した際、送信側の暗号化モジュールの構成
を更新し、初期状態と動作モードに回復させるために、コンプレッサをリセットするステ
ップと、
　１．ｂ　送信側の制御メッセージバッファをリリースし、当該制御メッセージバッファ
の中の全てのフィードバック型の制御メッセージをクリアするステップと、
　１．ｃ　送信が成功せず且つＳＮが付与されたＳＤＵに対して、０から新しいＳＮを付
与し、新しいＳＮを用いてヘッダをカプセル化し、リセットされたコンプレッサと暗号器
とを使用して、圧縮と暗号化を再び行い、新しいＰＤＵを生成するステップと、
　１．ｄ　常駐するＤａｔａ　ＰＤＵの代わりに、新しく生成されたＰＤＵを下位層へ送
信するステップと、
　１．ｅ　送信側のサービスメッセージバッファにおける全てのメッセージの処理を終了
するまでステップ１．ｃ～１．ｄを繰り返すステップと、を含む。
【００７２】
［応用例２］
　ＡＭ型のＰＤＣＰエンティティにおいて、分類バッファの方法、即ち、サービスメッセ
ージバッファにはサービスメッセージを記憶し、制御メッセージバッファには制御メッセ
ージを記憶する方法を採用する。
【００７３】
　当該方法は、受信側において、
　２．１　ＡＭ型のＰＤＣＰ層を再確立する際、受信側の制御メッセージバッファをリリ
ースし、当該制御メッセージバッファの中の全てのフィードバック型の制御メッセージと
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状態報告型の制御メッセージとをクリアするステップと、
　２．２　再確立が発生した際、受信側のサービスメッセージバッファにおけるメッセー
ジを処理し、ＰＤＣＰ　ＳＤＵを生成するステップと、
　２．３　ステップ２．２で生成された全てのフィードバック情報に対して、送信側によ
って当該フィードバック情報がカプセル化されるのを避けるために、フィルタリングを行
うステップと、
　２．４　連続したＳＮを有するＰＤＣＰ　ＳＤＵを上位層に送信し、メッセージキャヴ
ィティを有するＳＤＵ、即ち、連続しないＳＮを有するＳＤＵを一時的に記憶するステッ
プと、
　２．５　受信側のサービスメッセージバッファにおける全てのメッセージの処理を終了
するまで、ステップ２．２～２．４を繰り返すステップと、
　２．６　暗号解読モジュールに対して、セキュリティ構成の更新を行い（例えば、パス
ワードの変更）、初期状態と動作モードに回復させるために、デコンプレッサをリセット
するステップと、を含む。
【００７４】
　当該方法は、送信側において、
　２．ａ　ＡＭ型のＰＤＣＰ層の再確立が発生した際、送信側の暗号化モジュールの構成
を更新し、初期状態と動作モードに回復させるために、コンプレッサをリセットするステ
ップと、
　２．ｂ　送信側の制御メッセージバッファをリリースし、当該制御メッセージバッファ
の中の全てのフィードバック型の制御メッセージと状態報告型の制御メッセージとをクリ
アするステップと、
　２．ｃ　送信が成功せず且つＳＮが付与されたＳＤＵに対して、元のＳＮを用いてヘッ
ダをカプセル化し、リセットされたコンプレッサと暗号器とを使用して、圧縮と暗号化を
再び行い、新しいＰＤＵを生成するステップと、
　２．ｄ　常駐するＤａｔａ　ＰＤＵの代わりに、新しく生成されたＰＤＵを下位層へ送
信するステップと、
　２．ｅ　送信側において送信が成功しなかった全てのサービスメッセージの処理を終了
するまでステップ２．ｃ～２．ｄを繰り返すステップと、を含む。
【００７５】
［応用例３］
　ＵＭモードにあるＰＤＣＰ層の再確立において、ミックスドバッファー＋メッセージフ
ィルタリングの方法、即ち、制御メッセージとサービスメッセージとをミックスドバッフ
ァーに記憶する方法を採用する。
【００７６】
　当該方法は、受信側において、
　３．１　ＵＭモードにあるＰＤＣＰ層の再確立が発生した際、第１類のフィードバック
メッセージフィルタを有効化して、受信側のミックスドバッファーに常駐するメッセージ
に対して、フィルタリングを行い、常駐する第１類フィードバックメッセージを削除する
ステップと、
　３．２　フィルタを通過したサービスメッセージに対して、パッケージ解凍→暗号解読
→解凍処理を行い、ＰＤＣＰ　ＳＤＵを生成するステップと、
　３．３　第２類のフィードバックメッセージフィルタを、再確立が発生した際に、有効
化し、ステップ３．２で生成された第２類フィードバック情報に対して、送信側によって
当該フィードバック情報がカプセル化されるを避けるために、フィルタリングを行うステ
ップと、
　３．４　ＰＤＣＰ　ＳＤＵを上位層に送信するステップと、
　３．５　受信側の全てのメッセージの処理を終了するまで、ステップ３．１～３．４を
繰り返す。
　３．６　暗号解読モジュールに対して、セキュリティ構成の更新を行い（例えば、パス
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ワードの変更）、初期状態と動作モードに回復させるために、デコンプレッサをリセット
するステップと、を含む。
【００７７】
　当該方法は、送信側において、
　３．ａ　ＵＭ型のＰＤＣＰ層の再確立が発生した際、送信側の暗号化モジュールの構成
を更新し、初期状態と動作モードに回復させるために、コンプレッサをリセットするステ
ップと、
　３．ｂ　再確立が発生した際、送信側のミックスドバッファーに常駐する第３類フィー
ドバックメッセージを削除するステップと、
　３．ｃ　送信が成功せず且つＳＮが付与されたＳＤＵに対して、０から新しいＳＮを分
配し、新しいＳＮを用いてヘッダをカプセル化し、リセットされたコンプレッサと暗号器
とを使用して、圧縮と暗号化を再び行い、新しいＰＤＵを生成するステップと、
　３．ｄ　常駐するＤａｔａ　ＰＤＵの代わりに、新しく生成されたＰＤＵを下位層へ送
信するステップと、
　３．ｅ　送信側において送信が成功しなかった全てのサービスメッセージの処理を終了
するまで、ステップ３．ｃ～３．ｄを繰り返すステップと、を含む。
【００７８】
［応用例４］
　ＡＭモードにあるＰＤＣＰの再確立において、ミックスドバッファー＋メッセージフィ
ルタリングの方法、即ち、制御メッセージとサービスメッセージとをミックスドバッファ
ーに記憶する方法を採用する。
【００７９】
　当該方法は、受信側において、
　４．１　ＡＭモードにあるＰＤＣＰ層の再確立が発生した際、第１類のフィードバック
メッセージフィルタを有効化し、受信側のミックスドバッファーに常駐するメッセージに
対して、フィルタリングを行い、常駐する第１類フィードバックメッセージと第１類状態
報告とを削除するステップと
　４．２　フィルタを通過したサービスメッセージに対して、パッケージ解凍→暗号解読
→解凍処理を行い、ＰＤＣＰ　ＳＤＵを生成するステップと、
　４．３　第２類のフィードバックメッセージフィルタを、再確立が発生した際に、有効
化し、ステップ４．２で生成された第２類フィードバック情報に対して、送信側によって
当該フィードバック情報がカプセル化されるのを避けるために、フィルタリングを行うス
テップと
　４．４　連続したＳＮを有するＰＤＣＰ　ＳＤＵを上位層に送信し、メッセージキャヴ
ィティを有するＳＤＵ、即ち、連続しないＳＮを有するＳＤＵを一時的に記憶するステッ
プと
　４．５　受信側の全てのメッセージの処理を終了するまで、ステップ４．１～４．４を
繰り返すステップと、
　４．６　暗号解読モジュールに対して、セキュリティ構成の更新を行い（例えば、パス
ワードの変更）、初期状態と動作モードに回復させるために、デコンプレッサをリセット
するステップと、を含む。
【００８０】
　当該方法は、送信側において、
　４．ａ　ＡＭ型のＰＤＣＰ層の再確立が発生した際、送信側の暗号化モジュールの構成
を更新し、初期状態と動作モードに回復させるために、コンプレッサをリセットするステ
ップと、
　４．ｂ　再確立が発生した際、送信側のミックスドバッファーに常駐する第３類のフィ
ードバック制御メッセージと第２類の状態報告制御メッセージとを削除するステップと
　４．ｃ　送信が成功せず且つＳＮが付与されたＳＤＵに対して、元のＳＮを用いてヘッ
ダをカプセル化し、リセットされたコンプレッサと暗号器とを使用して、圧縮と暗号化を
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再び行い、新しいＰＤＵを生成するステップと、
　４．ｄ　常駐するＤａｔａ　ＰＤＵの代わりに、新しく生成されたＰＤＵを下位層へ送
信するステップと、
　４．ｅ　送信側において送信が成功しなかった全てのサービスメッセージの処理を終了
するまで、ステップ４．ｃ～４．ｄを繰り返すステップと、を含む
【００８１】
　本発明は、再確立の時のＰＤＣＰ層の常駐するメッセージに対する差別化処理によって
、コンプレッサのモード切替の異常の可能性を効果的に低下させ、再確立後のメッセージ
の処理遅延を避ける。同時に、再確立後の無効なフィードバックの送信を続けることを避
け、無線インタフェースリソースの利用効率を向上させることができる。
【００８２】
　本発明に係る上記ＰＤＣＰ層の再確立の最適な方法は、本明細書及び実施例における用
途に制限されず、本発明に関する各分野に適用でき、当業者は、容易に、本発明の他の利
点を想定し修正を行うことができる。従って、請求の範囲及びその均等な範囲に限定され
る一般的な概念の精神と範囲から逸脱しない限り、本発明は、特定の具体例、代表例とし
て示した装置及びここで例示して説明した図面における例に限定されない。
【産業上の利用可能性】
【００８３】
　本発明は、再確立の際にＰＤＣＰ層の常駐するメッセージに対する差別化処理によって
、コンプレッサのモード切替の異常を避け、ユーザプレーンの再確立後の回復速度を向上
させることができる。更に、無効なフィードバックの送信を避け、無線インタフェースリ
ソースの利用効率を向上させることができるとともに、上り下りの送信ポリシーに対する
、無効となった状態報告の影響を避けることで、サービスメッセージの重複送信を低減さ
せ、無線インタフェースリソースの利用効率を向上させることができる。

【図１】

【図２】

【図３】
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